
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

0.06 0.13平均値 4.53 3.40 3.56 3.46 3.28平均値 52.45 53.92 53.32 53.40 53.49

全体総括

経営の健全性・効率性については良好と考えられま
すが、老朽管の更新などに対して費用が増加するこ
とが考えられます。事業者の増加も見込まれておら
ず、収益の横ばいもしくは減少の可能性が考えられ
ます。そのため計画的に給水収益の確保と老朽管の
更新に努めていきます。
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2. 老朽化の状況

平均値 52.60 52.54 50.81 50.28 51.42平均値 35.78 35.91 35.54 35.24 35.22平均値 45.86 42.50 42.19 44.55 47.36平均値 91.03 100.16 100.54 95.99 94.91

当該値当該値 41.74 34.96 28.77 26.58 29.30 61.12 62.70 65.22 65.22当該値 35.35 34.94 37.07 42.55 41.78
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2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、全国平均・類似団体
より過去4年間大きかったですが、前年は減少して
います。推移としては減少傾向にあります。
②管路経年化率は、法定耐用年数を迎えた管路がま
だ存在しない為０となります。
③管路更新率は、全国平均・類似団体より高いです
が、年度によって差がみられます。推移としては減
少傾向です。これは、耐用年数を経過した管路に対
して、管路の更新ペースが全国平均と比べて早いこ
とを示しています。引き続き、計画的な老朽管の更
新に努めていきます。

＜補足＞
③管路更新率のH27、H29、H30の当該値が表示され
ていませんが、正しくは
H27,2.60  H29,0.56  H30,0.68　です。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30

当該値 155.74 191.47 232.85 230.29 211.02

H27 H28 H29 H30

平均値 446.61 430.97 536.28 514.66 504.81平均値 797.95 742.59 549.77 730.25 868.31平均値 102.41 101.87 115.82 118.97 121.15平均値 117.77 118.03 120.00 113.67 110.79

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00201.24
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0.00 0.00 0.00 0.00 0.00当該値 9,797.74 9,935.96 6,507.05 13,476.32 7,010.37
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％を超えており、類似団体平
均値より高い数値を維持しています。収支は黒字で
あり健全な運営を続けています。
②累積欠損金比率は0％になっており、営業活動に
よる損失が発生しておらず、収益が健全であること
を示しています。
③流動比率は類似団体平均値より数値が高いです。
1年以内の支払債務に対して現金が十分にあること
を示しています。
④企業債残高対給水収益比率については、企業債の
償還が終了しているため0％となります。
⑤料金回収率は類似団体平均値より高く、給水に係
る費用が、給水収益で賄えていることを示していま
す。類似団体平均値より高い理由は施設規模が小さ
く、施設自体が新しいため、維持管理費が抑えられ
ているためです。
⑥給水原価は類似団体平均値と比較してやや安価
で、推移は減少傾向にあります。これは年間総有収
水量が増加傾向にあり、同時に費用も減少傾向に
あったためです。H30年度はH29年度と比較して、有
収水量が低く、費用が増加したため数値が増加しま
した。今後施設の老朽化とともに費用が増加するこ
とで、数値が増加することが考えられます。
⑦施設利用率は、やや増加傾向でH28以降類似団体
平均値より高い数値となっています。これは施設が
適切に利用されていることを示しています。

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 156.50 190.92 230.12 225.79

- 92.6 12 4,667 非設置 【】

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m3/日) 管理者の情報 －

法適用 工業用水道事業 7,156 極小規模 1 2,990

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m3/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m3)

経営比較分析表／団体全体（平成30年度決算）
静岡県　御殿場市

【事業概要】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【58.53】
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②管路経年化率(％)
【45.47】
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③管路更新率(％)
【0.16】
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③流動比率(％)
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④企業債残高対給水収益比率(％)
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⑤料金回収率(％)
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⑥給水原価(円)
【18.71】
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⑦施設利用率(％)
【55.52】
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⑧契約率(％)
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②累積欠損金比率(％)
【26.31】
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①経常収支比率(％)
【118.92】
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